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28、胸部一般撮影時の場所による水晶体被ばくに関する基礎的検討 
1）日本医療科学大学 保健医療学部 診療放射線学科 

2）中央医療技術専門学校 診療放射線学科 
3）群馬パース大学 保健科学部 放射線学科  

〇角田 佳祐 1)、池野 利一 1)、延澤 忠真 1)、秋葉 憲彦 1)、桑山 潤 1)、 
田口 好晃 2)、加藤 真一 2)、小川 雅之 2)、今尾 仁 3) 

 
【目的】2011 年の ICRP ソウル声明にて水晶体等価線量限度の見直しが勧告された。胸部一般撮影の

様々な場所によって水晶体の被ばく量がどの程度変化するのか検討した。 
【方法】蛍光ガラス線量計を診療放射線技師に見立てたファントムの眼球上に設置し、胸部一般撮影を

想定して撮影室内、撮影室ドア前、操作室にてそれぞれ 100 回曝射を行った。撮影室内は介助者を想定

しており、撮影室ドア前では開閉状態それぞれで測定を行った。その後 DoseAce にて吸収線量を測定

し等価線量を推定した。 
【結果】X 線管に近い順に線量が高く、最も高い箇所は撮影室内の介助者であった。 
【考察】胸部一般撮影を 1 日に 50 件、1 ヶ月（20 日）、1 年（12 ヶ月）行ったと仮定した際、水晶体

の等価線量は操作室および撮影室ドア前においてはソウル声明で勧告された「5 年間平均で 20 mSv/年、

かついずれの 1 年においても 50 mSv」を超えないが、撮影室内は実施回数制限または防護の必要性が

示唆された。 

 
 
29、照射野外線量における検討・治療計画装置の計算精度についての検証 

1）日本医療科学大学 保健医療学部 診療放射線学科 
2）独立行政法人国立病院機構 災害医療センター中央放射線部 

 
○五味明日香 1)、延澤 忠真 1)、秋葉 憲彦 1) 
佐藤  洋 1)、桑山  潤 1)、杉田  正 2) 

 
【目的】治療計画装置における照射野外線量は、低線量領域において実測値との誤差が生じることが報

告されている。本研究の目的は、ウエッジを用いて検証を行うことである。 
【方法】エネルギー、照射野サイズを変更し測定した。更に、物理ウエッジと電子ウエッジの照射野外

線量を実測し、ウエッジフィルターごと及び、治療計画装置との比較を行った。 
【結果】 照射野外線量は散乱線の割合の増加から、エネルギーが小さく、照射野が大きいほど増加し

た。物理ウエッジでは、ウエッジ角が大きくなるほど、金属フィルタの増加による散乱線、ビームハー

ドニング効果による影響から角度が大きいほど、照射野外線量は高い値となった。物理ウエッジに比べ、

電子ウエッジは金属フィルタによる影響がないため低い値を示した。また、実測値と比べて治療計画装

置の線量が低く見積もられていた。 
【考察】治療計画装置と実測値との間に乖離が生じた。 
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30、FPD でのハウレットチャートを用いた視覚評価の検討 
 

1）日本医療科学大学 保健医療学部 診療放射線学科 
 

○斎藤  歩 1)、吉本 絵夢 1)、上田 大輔 1) 
西澤  徹 1)、桑山  潤 1) 

 
【目的】近年ではハウレットチャートを用いる機会が減少している。そこで FPD で視覚評価の検証を

行う。 
【方法】ハウレットチャートはサイズの異なる 13 個のドーナツ状のテストパターンが配置されたもの

である。これを 2 つのアクリル板（6 cm×2）の間に挟み撮影した。コンソール上で画像処理し、テス

トパターンの大きさの順番である画素値から視認率を求めた。内径から算出した空間周波数に対する視

認率の曲線グラフを作成した。 
【結果・考察】グラフより空間周波数ごとの空間分解能の評価が行える。また、数値化の方法として視

認できる最小径のテストパターンの画素値から求めるものと、X 線のゆらぎを考慮する曲線グラフの面

積から求めるものがあり、統計処理を行うことも可能である。しかし、ハウレットチャートは簡便に撮

影できるが、FPD は画像処理で最適化するため、他の項目を比較するときの評価に支障が生じると言え

る。 
  
 
31、2Dマンモグラフィ・トモシンセシスの視覚的評価と臨床画像でのカテゴリー変化 

1）日本医療科学大学 保健医療学部 診療放射線学科 
2）富士宮市立病院 

 
○中村 のあ 1)、齋藤 享子 1)、小川  亙 1) 
市川 真澄 1)、桑山  潤 1)、深澤 英史 2) 

 
【目的】近年、デジタル技術の進歩により断層撮影を応用したトモシンセシスなどの新しい技術が増加

している。そこで従来のマンモグラフィと比較してどのような特徴があるのか検討した。 
【方法】トモシンセシスに搭載されている ST モードと HR モードの 2 種類の撮影法で撮影した ACR
ファントム画像を視覚的評価して比較し、各試料においてどのくらい得点に違いが見られるか検討した。

また、臨床画像を用いて 2D とトモシンセシスでカテゴリーに変化が見られるか比較検討した。 
【結果・考察】HR モードの方が高い得点が得られたが、検査目的や内容で ST モードと HR モードを使

い分けることが重要だといえる。また、臨床画像ではトモシンセシスで撮影した方が辺縁や境界がより

鮮明に観察できるため、より確実な診断で乳がんの早期発見にも期待される。 
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